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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電球用のソケットに取り付けられ、給電される口金部と、この口金部に接続され、回転
可能な回転子と、この回転子に接続され、口金部と電気的に接続される支持部と、この支
持部の一端側に回転可能に取り付けられるとともに、電気的に接続される発光部と、を備
え、
　前記発光部は、平面部と、円柱形状または多角柱形状となるように前記平面部の周囲に
形成される側壁とを有し、
　前記側壁は、前記平面部の中心線を結ぶ両端かつ高さ方向に対する中央線から一方側に
ずれた位置に、前記平面部が前記発光部の自重により下方を向くように回動可能に前記支
持部に取り付けられる回転支持部を有することを特徴とする光源ユニット。
【請求項２】
　発光部は、平面部にＬＥＤが実装されることを特徴とする請求項１に記載の光源ユニッ
ト。
【請求項３】
　発光部は、回転支持部より離れた平面部にＬＥＤが実装されることを特徴とする請求項
１に記載の光源ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、電球形の光源ユニットの技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　灯体を自由自在に回転させて、発光ダイオードからの光の照射方向が所望に調整可能と
する技術がある。（例えば、特許文献１参照。）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２５１４４４号公報（段落「００４５」～段落「００５２
」、図１参照。）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ユーザーが照射方向を可変する必要があり、手間がかかっていた。
　また、球体の表面に近い部分にＬＥＤが実装されるため、ＬＥＤが実装できる数が限ら
れるため、複数のＬＥＤを実装して高出力の光出力を得ることが難しく、複数のＬＥＤを
実装するにはＬＥＤ電球の形状が大きくなるという課題があった。
【０００５】
　本発明は、照明器具のソケットの位置によらず、本来の配光に近づける小型の電球形の
光源ユニットを得ることを目的とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、照明器具のソケットの位置に対応して発光面を回転させることができ
、本来の配光に近づけることができるとともに、外形形状を小型化することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施の形態１の電球形の光源ユニットを示す斜視図である。
【図２】実施の形態１の電球形の光源ユニットを示す分解斜視図である。
【図３】実施の形態１の電球形の光源ユニットを示す側面図である。
【図４】実施の形態１の電球形の光源ユニットを示す側面図である。
【図５】実施の形態１の電球形の光源ユニットを示す側面図である。
【図６】実施の形態１の電球形の光源ユニットを示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　実施の形態１．
　図１は、本実施の形態を示す電球形の光源ユニットの斜視図であり、図２は、図１に示
す電球形の光源ユニットの分解斜視図であり、図３は、図１に示す電球形の光源ユニット
の側面図であり、図４は、図１に示す電球形の光源ユニットの下面図である。
【０００９】
　電球形の光源ユニット１は、ソケットに取り付けられる口金部２と、この口金部２に回
転可能に取り付けられる回転子３と、回転子３に取り付けられる支持部４と、ＬＥＤ５が
実装される基板を有する発光部６と、支持部４に発光部６を回転可能に取り付けるととも
に、支持部４と発光部６を電気的に接続するネジ７と、発光部６を覆うカバー８を備える
。
【００１０】
　口金部２は、ソケットにねじ込まれ、電気的に接触するネジ山部２１と、ネジ山部２１
の一方側から突出し、ソケットに電気的に接触する凸部２２と、ネジ山部２１の他方側に
回転子３を回転可能に取り付ける回転軸受け部２３を有する。
【００１１】
　回転子３は、回転軸受け部２３に回転可能に係着する回転軸部３１を有する。
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【００１２】
　支持部４は、一方側がネジ山部２１に電気的に接触するとともに、他方側に軸穴４ａ１
を有する第１の支持部４ａと、一方側が凸部２２に電気的に接触するとともに、他方側に
軸穴４ｂ１を有する第２の支持部４ｂを有する。
【００１３】
　発光部６は、円筒形状をなし、円形部６１ａまたは円形部６１ｂの中心線の両端側かつ
側壁の中央部よりも一方側に備えられる軸受け穴６２を備え、軸受け穴６２よりも離れた
円形部６１ａにＬＥＤ５が取り付けられる。
【００１４】
　カバー８は、半円球状の透明な第１のカバー８ａと、口金部２が挿入される穴部８ｂ１
を有し、半円球状の透明な第２のカバー８ｂを備える。
【００１５】
　次に、この電球形の光源ユニット１の使用状態について説明する。
　図５及び図６は、図１に示す電球形の光源ユニットの使用状態を示す図である。
【００１６】
　図５は、斜め方向に配置されるソケットに、電球形の光源ユニットを取り付けた状態を
示している。
【００１７】
　このとき、軸受け穴６２が一方側に偏った位置にあるので、発光部６の自重によって、
回転子３および発光部６は回転する。
【００１８】
　したがって、ＬＥＤ５が取り付けられる円形部６１ａが下面方向に向く。
【００１９】
　図６は、真上方向に配置されるソケットに、電球形の光源ユニットを取り付けた状態を
示している。
【００２０】
　このとき、軸受け穴６２が一方側に偏った位置にあるので、発光部６の自重によって、
回転子３および発光部６は回転する。
【００２１】
　したがって、ＬＥＤ５が取り付けられる円形部６１ａが下面方向に向く。
【００２２】
　このように、電球形の光源ユニット１が取り付けるソケットの方向によらず、ＬＥＤ５
が取り付けられる円形部６１ａが下面方向を向くように、回転子３および発光部６が回転
するので、電球形の光源ユニット１が発光する光を本来の配光に近づけることができる。
【符号の説明】
【００２３】
　１　光源ユニット、２　口金部、３　回転子、４　支持部、５　ＬＥＤ、６　発光部、
７　ネジ、８　カバー、２１　ネジ山部、２２　凸部、２３　回転軸受け部、３１　回転
軸部、４ａ、４ｂ　支持部、４ａ１、４ｂ１　軸穴、６１ａ、６１ｂ　円形部、６２　軸
受け穴、８ａ　第１のカバー、８ｂ　第２のカバー、８ｂ１　穴部。
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